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知っていますか？

「
手
話
」と
は
、*

ろ
う
者
の
言
語
で
す
。手
指
、

体
の
動
き
、表
情
を
使
っ
て
視
覚
的
に
表
現
す
る

「
目
で
見
る
言
葉
」で
す
。

　
し
か
し
、手
話
に
接
す
る
機
会
は
少
な
く
、手

話
や
聴
覚
障
が
い
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い

る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
「
敦
賀
市
手
話
言
語
条
例
」で
は
、手
話
を
言
語

と
し
て
認
め
る
と
と
も
に
、手
話
に
対
す
る
理
解

の
促
進
を
図
り
ま
す
。手
話
が
使
い
や
す
く
な
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、ろ
う
者
と
ろ
う
者

以
外
の
人
た
ち
が
相
互
に
理
解
し
合
い
、安
心
し

て
共
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

*�「
ろ
う
者
」…
耳
が
不
自
由
な
方
の
う
ち
、手
話

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
日
常
生
活
を

送
る
方
た
ち

▼�

車
い
す
利
用
者
の
た
め
に
段
差
に
携
帯
ス

ロ
ー
プ
を
設
け
る

▼�

筆
談
や
読
み
上
げ
、手
話
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、分
か
り
や
す
い
表
現
を
使
う

▼�

意
思
を
伝
え
合
う
た
め
に
、絵
や
写
真
、タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
う

合
理
的
配
慮
の
提
供
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　耳が聞こえない人や聞こえづらい人、話し言葉でのコミュニケーションが困難な人が、安心してお手続きができ
るよう、市役所窓口に※遠隔手話通訳サービスのタブレットや筆談用ボードなどを用意しています。

市役所窓口に設置しているコミュニケーションツールの紹介

※遠隔手話通訳サービスは、タブレット端末を通して手話通訳を行う。

障がいに応じたコミュニケーションツールの紹介

手指の動きや
表情で伝える

手 話

ジェスチャー

身 振 り

書いて伝える

筆 談

活字などを音声に
して伝える

音 訳

指で触って
文字を読む

点 字

「敦賀市手話言語条例」

「敦賀市障がいのある人の情報取得・

　コミュニケーション支援に関する条例」る条例」
　障がいのある人もない人も、共に支え合いながら暮らすことができる「地域共生社会」　障がいのある人もない人も、共に支え合いながら暮らすことができる「地域共生社会」
の実現を目指し、２つの条例では、市の責務（理解促進のための施策の実施）、市民のの実現を目指し、２つの条例では、市の責務（理解促進のための施策の実施）、市民の
役割（施策への協力）および事業者の役割（施策への協力や障がいのある人への合理的役割（施策への協力）および事業者の役割（施策への協力や障がいのある人への合理的
配慮）などを明確化しています。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。配慮）などを明確化しています。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
は
日
常
生
活
を

送
る
中
で
、意
思
や
感
情
を
理
解
し
、伝
え
る
た

め
に
必
要
な
も
の
で
、障
が
い
の
あ
る
人
は
文
字

や
音
声
言
語
の
ほ
か
、手
話
、点
字
、代
筆
、代
読

な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
れ
ら
が
周
り
に
十
分
に
理
解
さ

れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、情
報
取
得
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
上
で
の
障
壁
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
敦
賀
市
障
が
い
の
あ
る
人
の
情
報
取
得・コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
関
す
る
条
例
」で
は
、

手
話
は
言
語

障
が
い
に
応
じ
た
多
様
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

障
が
い
の
あ
る
人
自
ら
が
選
択
し
た
方
法
に
よ

り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
は
、社
会
の
中
に
あ
る
バ
リ
ア

（
障
壁
）に
よ
っ
て
生
活
し
づ
ら
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
合
理
的
配
慮
と
は
、そ
の
バ
リ
ア
を
取
り
除
く

た
め
、障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
対
応
を

必
要
と
し
て
い
る
と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
時

に
、負
担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
、段
差
の
解
消
や

筆
談
で
の
意
思
疎
通
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
４
月
に
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法

が
施
行
さ
れ
、民
間
事
業
者
に
お
い
て
も
合
理
的

　
「
障
害
者
週
間
」は
、平
成
１６
年
６
月
の
障
害

者
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、国
民
の
間
に
広
く

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、障
害
者
が
社
会
、経
済
、文
化

そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

従
来
の「
障
害
者
の
日
」（
１２
月
９
日
）に
代
わ
る

も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
、そ
の
期
間
は
、毎
年
１２

月
３
日
か
ら
１２
月
９
日
ま
で
の
１
週
間
で
す
。

　
こ
の
期
間
を
中
心
に
、国
、地
方
公
共
団
体
、

関
係
団
体
な
ど
に
お
い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
意
識

啓
発
に
係
る
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。「
障
害

者
週
間
」の
関
連
行
事
に
つ
い

て
は
、内
閣
府
に
お
い
て
取
り

ま
と
め
て
発
表
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
、積
極
的
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

合
理
的
配
慮
の
提
供
例

「
障
害
者
週
間
」
に
つ
い
て

配
慮
が
法
定
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

合
理
的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市が実施している市が実施している
施策の紹介施策の紹介

▲市民向け手話講習会

▲�市職員、消防職員、病院職員、保育士
向け手話講習会

▲手話言語の国際デー
　（ムゼウムを青にライトアップ）

◀
広
報
つ
る
が
の
手
話
コ
ー
ナ
ー

障がい者用防災スカーフを作製
　外見から障がいの分かりにくい方が、災害時に支援や配慮の必要性
を周囲に伝えるための「障がい者用防災スカーフ」を作製し、令和6年8
月から配布を行っています。対象は、市内在住の障がいのある方（障が
い者手帳の有無は問わない）で、希望する方にお渡しします。

67

問い合わせ先
障がい福祉課
☎２２－８１７６

▶
内
閣
府
Ｈ
Ｐ

�

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
様
子
◀

筆
談
用
ボ
ー
ド
◀

◀対話支援システム c
コ ミ ュ ー ン
omuoon

　�マイクを通じての職員の音声を聞き取りや
すい周波数に調整、また指向性を持たせる
ことで難聴者が聞き取りやすい音声にする
マイク＆スピーカーです。

↖


